
年月日

術前 術後

達成目標
・手術の必要性について
　理解ができる

・身体に問題なく
　検査が終了している

・身体に問題なく手術を
　受けることが出来る

・血圧が安定している
・創部痛がない
・麻痺がない
・動悸、息切れがない

・血圧が安定している
・創部痛がない
・麻痺がない
・動悸、息切れがない

・血圧が安定している
・創部痛がない
・麻痺がない
・動悸、息切れがない

・血圧が安定している
・創部痛がない
・麻痺がない
・動悸、息切れがない

検査
治療
処置

・採血
・レントゲン
・心電図

・剃毛をします
・おへその処置をします

・手術着に着替えます
・入れ歯・コンタクト
　時計などのアクセサリーは
　外します
・血栓予防のストッキングを
　履きます

・採血
・レントゲン(OPE室)
・心電図
・集中治療室に入室し
　モニターを装着します

・必要時、採血、レントゲン
　の検査があります
・状態が安定していれば一般
　病棟へ移動します

・必要時、採血、レントゲン
　の検査があります

・必要時、採血、レントゲン
　の検査があります

内服
注射

・内服薬があれば確認 ・必要時持続点滴を開始
　します

・指示薬のみ内服します
・持続点滴は継続です
・抗生剤の投与を開始します

・持続点滴は継続です
・抗生剤の投与を開始します

・持続点滴は継続です
・抗生剤の投与を開始します

安静度 ・制限はありません ・制限はありません
・ベッド上安静です
・６時間後看護師の介助で動く
　ことができます

・創部にトラブルがなければ
　午後より歩行できます

食事 ・制限はありません
・食事の指示(絶食)の
　時間は指示がでたら
　お知らせします

・食べられません ・食べられません ・昼より食事を開始します

飲水 ・制限はありません
・飲水の指示(絶飲)の
　時間は指示がでたら
　お知らせします

・飲めません
・医師の指示にて飲水テスト
　を行います

・飲水可能です

排泄
・トイレ歩行可
・下剤の内服があります

・トイレ歩行可
・手術室で尿管を留置します ・排泄はベッド上です

・状態に応じて尿管は抜去
　します
・歩行ができればトイレ歩行
　可能です

清潔 ・シャワー浴 ・シャワー浴 ・看護師が身体を拭きます
・抜糸後医師の許可があれば
　シャワー浴ができます

指導
説明
書類

・ネームバンドの装着
・入院オリエンテーション
・必要書類の同意書確認

・ご家族が来院されている
　場合は面会していただきます

・歩行が可能になればできる
　限り歩行し血の流れをよく
　してください

リハビリ ・リハビリを開始します

京都桂病院　循環器科　2025.11.26.Ver1-1

上記内容について説明をうけました。　　お名前　　　　　　　　　　　　(署名)

【退院後の生活について】
・傷が腫れる、膿がでる
・息切れ、動悸、胸の重たい
　感じの症状がある際は外来
　受信しましょう

手術当日
経過 入院日(手術2日前) 手術前日

患者氏名　@PATIENTNAME　様

術後１日目 術後２～３日目 術後４日目～退院日

TAVI(経カテーテル的大動脈弁置換術）を受けられる方へ
【患者用クリニカルパス（入院スケジュール）】

退院基準　①術後の合併症がない

　　　　　②リハビリが進む

　　　　　③術後の検査に異常がない

病状説明：大動脈弁狭窄症に対して、カテーテルを用いて、新しい弁(生体弁)を埋め込みます。
これに伴って、心臓が血液を送り出しやすくなります。


